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ご注意

保証

HP の製品、 またはサービスの保証は、 当該製品、 およびサービスに付随する明示的な保証文によってのみ規定されるものと

します。 こ こでの記載で追加保証を意図するものは一切あ り ません。 こ こに含まれる技術的、 編集上の誤り、 または欠如につ

いて、 HP はいかなる責任も負いません。

こ こに記載する情報は、 予告なしに変更されるこ とがあ り ます。

権利の制限

機密性のあるコンピュータ  ソフ ト ウェアです。 これらを所有、 使用、 または複製するには、 HP からの有効な使用許諾が必要

です。 商用コンピュータ  ソフ ト ウェア、 コンピュータ  ソフ ト ウェアに関する文書類、 および商用アイテムの技術データは、

FAR 12.211 および 12.212 の規定に従い、 ベンダーの標準商用ライセンスに基づいて米国政府に使用許諾が付与されます。

著作権について
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商標について
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ドキュ メン トの更新情報

このガイ ドの表紙には、 以下の識別情報が記載されています。

• ソフ ト ウェアのバージ ョ ン番号は、 ソフ ト ウェアのバージ ョ ンを示します。

• ドキュ メン ト  リ リース日は、 ドキュ メン トが更新されるたびに変更されます。

• ソフ ト ウェア リ リース日は、 このバージ ョ ンのソフ ト ウェアのリ リース期日を表します。

最新の更新のチェッ ク、 またはご使用のドキュ メン トが最新版かど うかのご確認には、 次のサイ ト をご利用ください。

http://h20230.www2.hp.com/selfsolve/manuals 

このサイ ト を利用するには、 HP Passport への登録とサインインが必要です。 HP Passport ID の取得登録は、 次の Web サイ

トから行な う こ とができます。

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html (英語サイ ト ) 

または、 HP Passport のログイン ページの [New users - please register] リ ンクをク リ ッ ク します。

適切な製品サポート  サービスをお申し込みいただいたお客様は、最新版をご入手いただけます。詳細は、 HP の 営業担当にお

問い合わせください。
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サポート

HP ソフ ト ウェア サポート  オンライン Web サイ ト を参照して ください。

www.hp.com/go/hpsoftwaresupport 

HP ソフ ト ウェアが提供する製品、 サービス、 サポートに関する詳細情報をご覧いただけます。

HP ソフ ト ウェア サポート  オンラインでは、セルフソルブ機能を提供しています。お客様の業務の管理に必要な対話型の技術

支援ツールに素早く効率的にアクセスいただけます。 HP ソフ ト ウェア サポート  Web サイ トのサポート範囲は、 次のとおり

です。

• 関心のある技術情報の検索

• サポート  ケース とエンハンス メン ト要求の登録と ト ラ ッキング

• ソフ ト ウェア パッチのダウンロード

• サポート契約の管理

• HP サポート窓口の検索

• 利用可能なサービスに関する情報の閲覧

• 他のソフ ト ウェア カスタマとの意見交換

• ソフ ト ウェア ト レーニングの検索と登録

一部を除き、サポートのご利用には、HP Passport ユーザーと してご登録の上、 ログインしていただく必要があ り ます。 また、

多くのサポートのご利用には、サポート契約が必要です。 HP Passport ユーザー ID を登録するには、以下の Web サイ トにア

クセスして ください。

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html (英語サイ ト ) 

アクセス  レベルに関する詳細は、 以下の Web サイ ト を参照して ください。

http://h20230.www2.hp.com/new_access_levels.jsp 
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第1章 このドキュメン トで使用する命名規則
このドキュ メン トでは、 以下の命名規則を使用します。

命名規則 説明

HPOM for UNIX HPOM for UNIX は、 HPOM on HP-UX、 HPOM on Linux、 および HPOM on 
Solaris の総称と してドキュ メン トで使用されます。

必要に応じて、 各オペレーティング システムは次のよ うに指定されます。

• HPOM on HP-UX

• HPOM on Linux

• HPOM on Solaris

Infrastructure SPIs HP Operations Smart Plug-ins for Infrastructure を示します。 このソフ ト ウェ

ア スイートには、 次の 3 つの Smart Plug-in が含まれます。

• HP Operations Smart Plug-in for Systems Infrastructure

• HP Operations Smart Plug-in for Virtualization Infrastructure

• HP Operations Smart Plug-in for Cluster Infrastructure

SI SPI HP Operations Smart Plug-in for Systems Infrastructure 

VI SPI HP Operations Smart Plug-in for Virtualization Infrastructure

CI SPI HP Operations Smart Plug-in for Cluster Infrastructure
7
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第2章 はじめに
Smart Plug-in for Cluster Infrastructure (CI SPI) は、ネッ ト ワークで稼働する高可用性 (HA) ク ラスタ  イ
ンフラス ト ラ クチャを監視します。 HA ク ラスタは、 特にビジネス  ク リ ティカルなアプリ ケーシ ョ ンおよび

サービスのサービス可用性を確保するために作成されます。 HA ク ラスタには冗長ノードがあ り ます。 この

冗長性によって、 単一点障害が排除され、 サービスの高可用性が得られます。 CI SPI は、 ク ラスタ  ノード

やク ラスタ  リ ソース グループなどのク ラスタ  コンポーネン トや、 このよ うなコンポーネン ト上で実行中の

プロセスやサービスの可用性と状態を監視および分析します。

CI SPI は、 HP Operations Smart Plug-ins for Infrastructure スイート  (Infrastructure SPIs) の一部と し

て提供されています。 このス イー ト には他にも、 Virtualization Infrastructure SPI (VI SPI)、 Systems
Infrastructure SPI (SI SPI)、 レポート  パッ ク、グラフ パッ クなどが含まれています。CI SPI をインス トー

ルするには、 SI SPI のインス トールが必要です。

CI SPI は、 HP Operations Manager (HPOM)、 HP Reporter、 HP Operations Agent の組み込みパフォー

マンス  コンポーネン ト  (EPC) などの HP ソフ ト ウェア製品と統合します。 この統合によ り、ポ リ シー、ツー

ル、 各種サービス  ビューが提供されます。

最新バージ ョ ンの CI SPI は、 Windows、 Linux、 Solaris、 AIX、 HP-UX の各オペレーティ ング システム

上で稼働するク ラスタを監視します。 Cluster Infrastructure SPI でサポート されているオペレーティング

システムと ク ラスタのバージ ョ ンの詳細は、 『HP Operations Smart Plug-in for Cluster Infrastructure リ
リース  ノート 』 を参照してください。

HP Reporter が 64 ビッ ト版をサポート していないため、レポート  パッ クは HPOM for Windows 9.00 では

使用できません。
9
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第3章 Cluster Infrastructure SPI のコンポーネン ト  
Cluster Infrastructure SPI (CI SPI) コンポーネン トの 1 つに、 ポ リ シーがあ り ます。 ポ リシーを設定する

こ とによって、 サービスの問題に関するアラート、 メ ッセージ、 メ ト リ ッ ク  レポート という形式でデータを

取得するこ とができます。 CI SPI サービス  マップは HPOM サービス  マップに表示され、 CI SPI メ ッセー

ジと自動アクシ ョ ン レポートは HPOM メ ッセージ ブラウザに表示されます。 メ ッセージ ブラウザに表示

されたアラート  メ ッセージをダブルク リ ッ クする と、 メ ッセージの詳細情報を参照できます。

CI SPI と  HP Reporter と統合するこ とで、 ク ラスタのパフォーマンス  レベルとサーバーの可用性に関する

メ ト リ ッ ク  データを表示する  Web ベースのレポート を生成できます。 CI SPI レポートは、特定のク ラスタ

管理ノードのク ラスタに関する情報を提供し、 長期的なニーズの特定に役立つク ラスタ  インフラス ト ラ ク

チャの概要を示します。
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HPOM for Windows のマップ ビュー

マップ ビューでは、 ク ラ スタ  インフラス ト ラ クチャ環境の リ アルタ イムな状態が表示されます。 マップ

ビューを表示するには、 [サービス ] を選択してから  [HA Cluster Infrastructure] をク リ ッ ク します。 マップ

ビューには、 ク ラスタ  インフラス ト ラ クチャ環境のサービスまたはノードの階層構造全体が、 リ ソース  グ
ループやクラスタ  ノードを含め、 グラフ ィカルに表示されます。

マップ ビューでは、ク ラスタ  インフラス ト ラ クチャ組織で発生した問題の重要度レベルが色 (赤、黄色、青、

緑 ) で表示されます。 マップ ビューでは、 ノードまたはサービス階層の問題が発生しているレベルにド リル

ダウンできます。

サービス  ビューに、 検出された要素がグラフ ィカルに表示されるこ とで、 問題を迅速に診断できます。

• メッ セージ  ブラウザに表示さ れた問題の根本原因を表示するには、 [表示 ] → [障害原因 ] をク リ ッ ク し

ます。
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• 問題の影響を受けているサービスとシステム コンポーネン ト を表示するには、

[表示 ] → [影響範囲] をク リ ッ ク します。

HPOM for UNIX のマップ ビュー

マップ ビューには、 ク ラスタ  インフラス ト ラ クチャ環境のリ アルタイムな状態が表示されます。 管理サー

バーで以下のコマンドを実行する と、 HPOM for UNIX (HP-UX、 Linux、 Solaris) の操作 UI でオペレータ

がサービス  ビューを表示できるよ うにな り ます。

opcservice -assign <オペレータ名> HAClusterInfrastructure

オペレータ名には、 サービスを割り当てるオペレータを指定します (例 : opc_adm、 opc_op)。

service discovery ポ リ シーによってポ リ シーがノードに自動的に配布される こ とはあ り ません。 ポ リ シー

は、 手動で配布できます。

マップ ビューには、 インフラス ト ラ クチャ環境のリ アルタイムな状態が表示されます。

マップ ビューを表示するには、 以下の手順を実行します。

1 HPOM Java コンソールを起動します。

2 ユーザー名とパスワードを使用してログオンします。

[サービス ] → [Cluster Infrastructure] → [グラフの表示 ] を選択する と、 マップ ビューが表示されます。

マップ ビューには、 ク ラスタ  インフラス ト ラ クチャ環境のサービスまたはノードの階層構造全体が、 サブ

システムやサブサービスを含め、 グラフ ィカルに表示されます。
Cluster Infrastructure SPI のコンポーネン ト 13



ポリシー

ク ラスタ固有のポリシーは、 [ポ リシー グループ ] フォルダに格納されています。 CI SPI ポ リシー タイプは

以下のとおりです。

• Logfile Entry ポ リシー (先頭が CI) は、 ク ラスタ  ノードおよびリ ソース  グループ アプリ ケーシ ョ ン

によ り生成されたステータス  メ ッセージとエラー メ ッセージをキャプチャします。

• Measurement Threshold ポ リシー (先頭が CI) は、 収集されたメ ト リ ッ ク値を解釈してアラートや

メ ッセージをメ ッセージ ブラウザで表示できるよ うに、 各メ ト リ ッ クの条件を定義します。

CI SPI Measurement Threshold ポ リシーは、特定のメ ト リ ッ クに基づいて設定します。各ポ リ シーは、

データ収集のメ ト リ ッ クを使用して、 実際のメ ト リ ッ ク値と しきい値を比較します。 実際のメ ト リ ッ ク

値と しきい値が一致しない場合、 問題解決のためのメ ッセージや指示文が表示されます。

• Scheduled Task ポ リシー (先頭が CI) は、 メ ト リ ッ ク値を収集する時間と収集対象を決定し、 収集間

隔を定義します。 収集間隔は、 5 分、 15 分、 1 時間、 1 日に設定できます。 収集間隔は、 特定のグルー

プに対するデータの収集頻度を示します。 Scheduled Task ポ リ シーには 2 つの機能があ り ます。 ノー

ドの収集間隔ごとにコレクタ /アナライザを実行する機能と、ポ リ シーの [ コマンド ] テキス ト  ボッ クス

内に表示されているすべてのメ ト リ ッ クのデータを収集する機能です。

• Service Discovery ポ リシーは、 ク ラスタ  ノード と リ ソース  グループ インスタンスを検出し、検出さ

れたすべての CI SPI インスタンスのマップ ビューを構築します。

CI SPI のポ リシーの詳細は、 「Cluster Infrastructure SPI のポ リシー」 を参照してください。

レポート

CI SPI と  HP Reporter を統合するこ とによ り、 メ ト リ ッ ク  データに基づいて Web ベースのレポート を生

成できます。

HP Reporter を Windows 向けの HPOM 管理サーバーにインス トールした場合、 コンソールからレポート

を表示できます。 レポート を表示するには、 コンソール ツ リーで [Reports] を展開し、 個別のレポート をダ

ブルク リ ッ ク します。

HP Reporter を HPOM 管理サーバー (Windows、 UNIX、 Linux、 または Solaris オペレーティング システ

ム向け ) に接続されている別のシステムにインス トールした場合、 HP Reporter システムでレポート を表示

できます。 HP Reporter と  HPOM を統合する方法の詳細は、 『HP Reporter インス トールおよび特別構成

ガイ ド』 を参照して ください。

Cluster Infrastructure SPI のレポートの詳細は、 「Cluster Infrastructure SPI のレポート 」 を参照して く

ださい。 
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第4章 Cluster Infrastructure SPI のポリシー
Cluster Infrastructure SPI (CI SPI) では、 ク ラスタの管理に役立つさまざまなポ リ シーが用意されていま

す。このポ リシーを使用するこ とによって、ク ラスタ管理ノードで実行されるサービスの稼働状態やパフォー

マンスを監視できます。 CI SPI のポ リシーを使用して、 Windows、 Linux、 Solaris、 AIX、 HP-UX の各環

境で稼働するク ラスタを監視できます。

[Infrastructure Management group] フォルダには、言語で分類されたサブグループがあ り ます。たとえば、

英語のポ リ シーのサブグループは [en]、 日本語のポ リ シーのサブグループは [ja]、 簡体中国語のポ リ シーの

グループは [zh] です。

HPOM for Windows でポ リシーにアクセスするには、 次を選択します。

[ポリシー管理] → [ポリシー グループ ] → [Infrastructure Management] → [<言語>] → [Cluster Infrastructure]

HPOM for UNIX/Linux/Solaris のコンソール /管理者用 UI からポ リシーにアクセスするには、 次を選択し

ます。

[登録ポリシー ] → [Infrastructure Management] → [<言語>] → [Cluster Infrastructure]

HPOM for Windows 管理サーバーにCI SPI をインス トールしてノードを追加する と、 検出ポ リ シーが自動

的に管理ノードに配布されます (ポ リシーの自動配布が有効な場合 )。 ポ リ シーの自動配布は、 デフォルトで

有効になっています。 サービス検出時にポ リ シーを自動配布する設定はオフにするこ とができます。 また、

設定済みのポリシーを変更して新しい名前で保存し、目的に応じたカスタム ポ リシーを作成するこ と もでき

ます。 HPOM for Windows でポ リ シーを配布する方法の詳細は、 「HPOM for Windows 管理サーバーから

の CI SPI ポ リシーの配布」 を参照してください。

HPOM for UNIX/Linux/Solaris では、 検出ポ リ シーによってポ リ シーがノードに自動的に配布されるこ と

はあ り ません。 手動でポ リ シーを配布できます。 HPOM for UNIX でポ リ シーを配布する方法の詳細は、

「HPOM for UNIX 管理サーバーからの CI SPI ポ リシーの配布」 を参照してください。

CI SPI ポ リシー グループには、 監視を目的と したグループと、 オペレーティング システムごとのグループ

があ り ます。 監視を目的と したグループでは、 複数のオペレーティ ング システムを対象に、 パフォーマン

ス、 可用性、 キャパシティ、 ログ、 セキュ リ ティを監視するポ リシーにアクセスおよび配布できます。 たと

えば、 ク ラ スタ  インフラス ト ラ クチャ上にある リ ソース  グループの可用性を監視するには、 次の手順で

CI-ClusterResGroupMonitor_ja_JP ポ リシーにアクセスします。

[ポリシー管理] → [ポリシー グループ ] → [Infrastructure Management] → [<言語>] → [Cluster Infrastructure]

→ [Availability] → [Monitors]

オペレーティング システムごとのポ リシー (ベンダーごとのポ リシー グループ ) では、 1 つのサイ トにある

オペレーティング システムに関連するポ リシーへ簡単にアクセスできます。たとえば、MSCS ク ラスタのク

ラ スタ  ノ ード  ステータスを監視するには、 次の手順で CI-ClusterMonitor_ja_JP ポリ シーにアク セスし

ます。

[ポリシー管理] → [ポリシー グループ ] → [Infrastructure Management] → [<言語>] → [Cluster Infrastructure]

→ [Policies grouped by Vendor] → [MSCS - Advanced Policies]
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検出ポリシー

CI-ClusterDiscovery_ja_JP ポ リシーは、 管理ノードから次の情報を収集します。

• ク ラスタ名

• ク ラスタのタイプ

• ノード

• リ ソース  グループ

• ノードの状態 (オフライン /オンライン )

• リ ソース  グループの状態 (オフライン /オンライン ) 

• リ ソース  グループの仮想 IP の詳細

CI-ClusterDiscovery_ja_JP ポ リ シーは、 ク ラスタの詳細情報を収集する  ovclusterinfo ツールを起動しま

す。 この詳細情報はサービス  xml ファ イル形式でサーバーに送信されます。

検出プロセスが問題な く完了する と、 ク ラスタ  インフラス ト ラ クチャ要素が反映されてサービス  ビューが

更新されます。各ク ラスタ  コンポーネン トのサービス要素は、ク ラスタ名の下に子要素と して表示されます。

Power HA (HACMP) ク ラスタを監視する新しいポ リシーはあ り ません。 HACMP ク ラスタの監視には、 デ

フォルトの Advanced ポ リシーと  QuickStart ポ リシーを使用します。 次の手順でアクセスします。

[ポリシー管理] → [ポリシー グループ ] → [Infrastructure Management] → [<言語>] → [Cluster Infrastructure]

→ [Policies grouped by Vendor] → [HACMP - Advanced Policies]

[ポリシー管理] → [ポリシー グループ ] → [Infrastructure Management] → [<言語>] → [Cluster Infrastructure]

→ [Policies grouped by Vendor] → [HACMP - QuickStart Policies]
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可用性ポリシー

ク ラスタ  ノードの可用性は、 ダウンタイムの影響を受けます。 ダウンタイムには、 メンテナンスや定期操作

(アップグレード、 スペース管理、 システムの再構成 ) などの予定されたダウンタイムと、 予期しないダウン

タイム (停電、 人為的ミ ス、 データ破損、 ソフ ト ウェアやハード ウェアのエラー ) があ り ます。 可用性ポ リ

シーは、 ク ラスタ  ノード、 リ ソース  グループ、 ネッ ト ワーク  インターフェイス、 ク ラスタ  サービスの状態

と可用性を監視し、 チェッ ク します。

CI SPI では、 次の 2 つの可用性ポ リシーが用意されています。

「データ収集ポリシー」

このポ リシーは、 ク ラスタ要素の状態を可用性に関するデータを管理ク ラスタ  ノードから収集し、各インス

タンスのログを Embedded Performance Component に記録します。

「監視ポ リシー」

このポ リシーは、 ク ラスタ要素、 そこで実行中のプロセスとサービスの可用性と状態を監視します。

データ収集ポリシー

CI-ClusterDataCollector_ja_JPポ リシー

このポ リ シーは、 リ ソース  グループ、 ネッ ト ワーク  インターフェイス、 ク ラスタ  サービスの状態と可用性

をスケジュールに基づいてチェッ ク します。 このポ リシーは、 定義された時間間隔に基づいて、 管理ク ラス

タ  ノードからデータを収集し、 各インスタンスのログを Embedded Performance Component に記録しま

す。 デフォルトの間隔は 5 分です。 以下のポ リシーは、 Embedded Performance Component に記録された

内容に基づいて監視、 比較、 警告を行います。

• 「ク ラスタ監視ポ リシー」

• 「ク ラスタ  ノード監視ポ リシー」

• 「ク ラスタ  リ ソース  グループ監視ポ リシー」

ポ リ シーは、 ク ラスタ対応 HP Operations Agent が提供する  ovclusterinfo ツールを使ってあらゆる情報や

メ ト リ ッ クを収集し、 Embedded Performance Component に記録します。

このポ リシーのデフォルトのポ リシー グループは以下のとおりです。

[Infrastructure Management] → [<言語>] → [Cluster Infrastructure] → [Availability] → [Data Collector]

監視ポリシー

Cluster Infrastructure SPI には、 ク ラスタ環境の管理に役立つさまざまな監視ポ リ シーがあ り ます。 これ

らのポ リシーを使用する と、 ノード、 ク ラスタ、 およびリ ソース  グループを監視できます。 監視ポリ シーの

デフォルトのポ リシー グループは以下のとおりです。

[Infrastructure Management] → [<言語>] → [Cluster Infrastructure] → [Availability] → [Monitors]

クラスタ監視ポリシー

CI-ClusterMonitor_ja_JP

このポ リシーを配布する前に、 ク ラスタ  データを収集する  CI-ClusterDataCollector_ja_JP ポ リ シーを配布

しておく必要があ り ます。
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CI-ClusterMonitor_ja_JP ポ リ シーは、 ク ラスタ  グループの可用性と強度を監視します。 このポ リ シーは、

ク ラスタ  サーバー上で実行中のサービスの可用性を維持するのに役立ちます。このポ リ シーが監視する条件

は以下のとおりです。

• ク ラスタがダウンしていて、 ク ラスタはオフライン状態です。

• ク ラスタ  グループ内にアクティブな冗長ノードがあ り ません。アクティブなノードは 1 つのみです。現

在アクテ ィブのこのノードが非アクテ ィブになる と、 ク ラ スタはダウンします。 このよ う な状態を、

SPOF (Single Point of Failure: 単一点障害 ) と呼びます。

• ノードの大半がオフライン状態です。 ク ラスタの状態は、 アクティブ ノードの数と ク ラスタ  クォーラ

ムを比較した結果で判断されます。 ク ラスタ内で (< ク ラスタ  ノードの数> / 2 + 1) 個のノードがアク

ティブではない場合、 ク ラスタ  ク ォーラムの条件が満たされていないため、 アラート  メ ッセージが送

信されます。

• ク ラスタ内に、 オフラインのリ ソース  グループが存在します。

使用する メ ト リ ッ ク CLUSTER_TYPE

CLUSTER_STATE

CLUSTER_NUM_NODES

CLUSTER_NUM_ACTIVE_NODES

CLUSTER_NUM_RESGROUPS

サポート されるク ラスタ Veritas Cluster Server 

MC Service Guard

Microsoft Cluster Server

RHA Server Cluster

Solaris Cluster

スク リプ ト  パラ メータ 説明

MessageGroup 送信メ ッセージのメ ッセージ グループ。

Debug ト レース  メ ッセージを無効にするには、 この値を 0 に設定します。 コ

ンソールで ト レース  メ ッセージを受信するには 1、 管理ノードの ト

レース  ファ イルにメ ッセージを記録するには 2 に設定します。

Trace ト レース機能を有効にするには、 ゼロ以外の値を設定します。

コレクタ  ポ リシーと監視ポ リシーを毎分間隔で実行する と、 リ ソース  グループと ク ラスタ  ノードがオフラ

インになった時点で迅速にアラートが送信されます。 この設定を行う場合、集計間隔も設定するこ とが重要

です。 通常の設定では、 EPC のデータは 5 分間隔で集計 (平均の計算 ) され、 その後で監視エージェン トに

送信されます。 そのため、 5 分に 1 回よ り高い頻度でデータ収集が行われている と、 問題が発生するこ とが

あ り ます。 その場合は集計間隔も短く して ください。

集計間隔を 1 分に設定するには、データの収集と監視を行う ク ラスタ  ノードで次のコマンドを実行します。

ovconfchg -ns eaagt -set OPC_SET_CODA_SI 1m
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クラスタ  ノード監視ポリシー

CI-ClusterNodeMonitor_ja_JP

CI-ClusterNodeMonitor_ja_JP ポ リ シーは、 ク ラスタ  ノードのステータスを監視します。 このポ リ シーを

配布する前に、 ク ラスタ  データを収集する  CI-ClusterDataCollector_ja_JP ポ リシーを配布しておく必要が

あ り ます。

クラスタ  リソース グループ監視ポリシー

CI-ClusterResGroupMonitor_ja_JP

CI-ClusterResGroupMonitor_ja_JP ポ リシーは、 ク ラスタ内にある リ ソース  グループの状態と可用性を監

視します。 このポ リシーを配布する前に、 ク ラスタ  データを収集する  CI-ClusterDataCollector_ja_JP ポ リ

シーを配布しておく必要があ り ます。

使用する メ ト リ ッ ク NODE_STATE

NODE_ID

サポート されるク ラスタ Veritas Cluster Server

MC Service Guard

Microsoft Cluster Server

RHA Server Cluster

Solaris Cluster

スク リプ ト  パラ メータ 説明

MessageGroup 送信メ ッセージのメ ッセージ グループ。

Debug ト レース  メ ッセージを無効にするには、 この値を 0 に設定します。 コ

ンソールで ト レース  メ ッセージを受信するには 1、 管理ノードの ト

レース  ファ イルにメ ッセージを記録するには 2 に設定します。

Trace ト レース機能を有効にするには、 ゼロ以外の値を設定します。

使用する メ ト リ ッ ク CLUSTER_NAME

CLUSTER_TYPE

RESGROUP_NAME

RESGROUP_NODE_LIST

RESGROUP_STATE

RESGROUP_LOCAL_STATE

RESGROUP_ACTIVE_NODE

RESGROUP_VIRTUAL_IP_ADDR

サポート されるク ラスタ Veritas Cluster Server

MC Service Guard

Microsoft Cluster Server

RHA Server Cluster

Solaris Cluster

スク リプ ト  パラ メータ 説明

MessageGroup 送信メ ッセージのメ ッセージ グループ。
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Microsoft Windows クラスタ  サービス監視ポリシー

CI-MSWindowsClusterServiceMonitor_ja_JP ポ リシー

CI-MSWindowsClusterServiceMonitor_ja_JP ポ リ シーは、 サービス / プロセス監視タイプのポ リ シーであ

り、 Microsoft Windows サービスの状態と可用性をチェッ ク します。 このポ リシーは、管理クラスタ  ノード

上で実行される  Microsoft Windows サービスを監視し、サービスが使用不能または停止状態になった時点で

アラート を送信します。

CI-MSWindowsClusterServiceMonitor_ja_JP ポ リシーは、Microsoft Windows プラ ッ ト フォームでのみサ

ポート されます。 このポ リシーのデフォルトのポ リシー グループは以下のとおりです。

[Infrastructure Management] → [<言語>] → [Cluster Infrastructure] → [Availability] → [Monitors] → 
[MS Cluster Server]

HP MC/ServiceGuard クラスタ  プロセス監視ポリシー

CI-MCSGClusterProcessMonitor_ja_JP ポ リシー

CI-MCSGClusterProcessMonitor_ja_JP ポ リシーは、RHEL および SLES システム向けのサービス /プロセ

ス監視タイプのポ リシーであ り、 Linux で実行される  HP MC/ServiceGuard ク ラスタ  プロセスの状態と可

用性を監視します。 このポ リシーは、 cmcld プロセスを監視し、 このプロセスが管理ノード上で実行されて

いない場合にアラート を送信します。 cmcld プロセスは、すべてのクラスタ  ノード上で実行されるプロセス

であ り、 ク ラスタの稼働状態を初期化および監視します。

CI-MCSGClusterProcessMonitor_ja_JP ポ リ シーは、 RHEL および SLES プラ ッ ト フォーム上でのみサ

ポート されます。 このポ リシーのデフォルトのポ リシー グループは以下のとおりです。

[Infrastructure Management] → [<言語>] → [Cluster Infrastructure] → [Availability] → [Monitors] → [MCSG
Cluster Server]

Red Hat Cluster プロセス監視ポリシー

CI-RHClusterCCSDProcessMonitor_ja_JP ポ リシー

CI-RHClusterCCSDProcessMonitor_ja_JP ポ リ シーは、 RHEL システム向けのサービス / プロセス監視タ

イプのポ リシーであ り、 Linux 上で実行される  Red Hat Cluster プロセスの状態と可用性を監視します。 こ

のポ リ シーは、 ccsd ( ク ラスタ構成システム デーモン ) プロセスを監視し、 このプロセスが管理ノード上で

実行されていない場合にアラート を送信します。

CI-MCSGClusterProcessMonitor_ja_JP ポ リシーは、RHEL プラ ッ ト フォームのみでサポート されます。こ

のポ リシーのデフォルトのポ リシー グループは以下のとおりです。

[Infrastructure Management] → [< 言語>] → [Cluster Infrastructure] → [Availability] → [Monitors] → [RH
Cluster Server]

CI-RHClusterRGManagerProcessMonitor_ja_JP ポ リシー

CI-RHClusterRGManagerProcessMonitor_ja_JP ポ リシーは、RHEL システム向けのサービス /プロセス監

視タイプのポ リシーであ り、Linux 上で実行される  Red Hat Cluster プロセスの状態と可用性を監視します。

このポ リシーは、 clurgmgrd ( ク ラスタ  リ ソース  グループ マネージャ ) プロセスを監視し、 このプロセスが

管理ノード上で実行されていない場合にアラート を送信します。

CI-RHClusterRGManagerProcessMonitor_ja_JP ポ リ シーは、 RHEL プラ ッ ト フォームのみでサポート さ

れます。 このポ リシーのデフォルトのポ リシー グループは以下のとおりです。

Debug ト レース  メ ッセージを無効にするには、 この値を 0 に設定します。

コンソールで ト レース  メ ッセージを受信するには 1、 管理ノードの ト

レース  ファ イルにメ ッセージを記録するには 2 に設定します。

Trace ト レース機能を有効にするには、 ゼロ以外の値を設定します。
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[Infrastructure Management] → [< 言語>] → [Cluster Infrastructure] → [Availability] → [Monitors] → [RH
Cluster Server]

Veritas Cluster Server プロセス監視ポリシー

Cluster Infrastructure SPI は、 Windows、 HP-UX、 Linux、 AIX、 Solaris の各オペレーティング システム

環境で Veritas Cluster プロセスとサービスを監視します。

CI-VCSWindowsProcessMonitor_ja_JP ポ リシー

このポ リ シ－は、 サービス /プロセス監視タイプのポ リ シーであ り、 Microsoft Windows システムで実行さ

れる  Veritas Cluster Server プロセスやサービスの状態と可用性を監視し、 このプロセスやサービスが管理

ノード上で実行されていない場合にアラート を送信します。 このポ リシーが監視するサービスは以下のとお

りです。

• High Availability Daemon (HAD)。 このデーモンは、 Global Atomic Broadcast (GAB) と通信するこ と

によって、 ク ラスタ構成やリ ソースのステータスの変更をすべて ト ラ ッキングします。

• VCSComm サービス。 このサービスは、 Veritas Cluster での GAB および Low Latency Transport
(LLT) の設定を行います。

• Veritas Cluster Server Helper または HADHelper。 Veritas Cluster Server はこのサービスを使用し

て、 管理者権限が必要な操作を実行します。

このポ リシーのデフォルトのポ リシー グループは以下のとおりです。

[Infrastructure Management] → [< 言語>] → [Cluster Infrastructure] → [Availability] → [Monitors] →
[VERITAS Cluster Server] → [Windows]

CI-VCSUnixProcessMonitor_ja_JP ポ リシー

このポ リシ－は、 サービス /プロセス監視タイプのポ リシーであ り、 HP-UX、 Linux (RHEL および SUSE)、
AIX、 Solaris の各オペレーティング システムで実行される  Veritas Cluster Server プロセスの状態と可用

性を監視し、 このプロセスが管理ノード上で実行されていない場合にアラート を送信します。 このポ リシー

が監視するサービスは以下のとおりです。

• High Availability Daemon (HAD)。 このデーモンは、 Global Atomic Broadcast (GAB) と通信するこ と

によって、 ク ラスタ構成やリ ソースのステータスの変更をすべて ト ラ ッキングします。

• Hashadow デーモン。 このデーモンは HAD を監視し、 HAD に障害が発生する と再起動を試行します。

このポ リシーのデフォルトのポ リシー グループは以下のとおりです。

[Infrastructure Management] → [< 言語>] → [Cluster Infrastructure] → [Availability] → [Monitors] →
[VERITAS Cluster Server] → [Unix]

Solaris Cluster プロセス監視ポリシー

Cluster Infrastructure SPI は、 Solaris オペレーティング システム上で実行される  Solaris Cluster プロセ

スおよびサービスを監視します。

CI-SunClusterProcessMonitor_ja_JP ポ リシー

このポ リシ－は、サービス /プロセス監視タイプのポ リシーであ り、 Solaris オペレーティング システムで実

行される  Solaris Cluster デーモンの状態と可用性を監視し、監視対象のプロセスやサービスが管理ノード上

で実行されていない場合にアラート を送信します。このポ リシーのデフォルトのポ リシー グループは以下の

とおりです。

[Infrastructure Management] → [<言語>] → [Cluster Infrastructure] → [Availability] → [Monitors] → [Solaris
Cluster Server]
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ログ ポリシー

Cluster Infrastructure SPI では、 管理ノードの重要なログを監視するために、 ログファ イル ポ リ シーが用

意されています。 これらのポ リシーのデフォルトのポ リシー グループは以下のとおりです。

[Infrastructure Management] → [<言語>] → [Cluster Infrastructure] → [Logs]

MS Cluster Server ポリシー

Microsoft Windows イベン ト  ログ監視ポ リシーのデフォルトのポ リシー グループは以下のとおりです。

[Infrastructure Management] → [<言語>] → [Cluster Infrastructure] → [Logs ] → [MS Cluster Server]

CI-MSWindowsClusterServer_NetworkWarnError_ja_JP ポ リシー

このポ リ シーは、 ク ラ ス タの IP ア ド レス  リ ソース、 ク ラ ス タおよびネッ ト ワーク  ド ラ イバの初期化、

NetBIOS インターフェイスの作成に関する警告やエラーを示すイベン ト ログ エン ト リ をすべて HPOM コ
ンソールに転送します。

CI-MSWindowsClusterServer_NodeWarnError_ja_JP ポ リシー

このポ リシーは、ク ラスタ  ノードに関する警告やエラーを示すログ エン ト リ をすべて HPOM コンソールに

転送します。

CI-MSWindowsClusterServer_StorageWarnError_ja_JP ポ リシー

このポ リ シーは、 ク ラ ス タ  ディ ス クやク ォーラムに関する警告やエラーを示すログ エン ト リ をすべて

HPOM コンソールに転送します。

CI-MSWindowsClusterServer_AvailabilityWarnError_ja_JP ポ リシー

このポ リシーは、 フェイルオーバー ク ラスタ  サーバーの可用性に関する警告やエラーを示すログ エン ト リ

をすべて HPOM コンソールに転送します。

Solaris Cluster Server ポリシー

CI-SunClusterResourceLogMonitor_ja_JP

このポ リシーは、ク ラスタ  リ ソースに関する警告やエラーを示すログ エン ト リ をすべて HPOM コンソール

に転送します。

CI-SunClusterNetworkLogMonitor_ja_JP

このポ リ シーは、 ク ラスタ  ネッ ト ワークに関する警告やエラーを示すログ エン ト リ をすべて HPOM コン

ソールに転送します。

CI-SunClusterNodeLogMonitor_ja_JP

このポ リシーは、ク ラスタ  ノードに関する警告やエラーを示すログ エン ト リ をすべて HPOM コンソールに

転送します。

UNIX 向け Veritas Cluster Server ポリシー

CI-VCSUnixNetworkLogMonitor_ja_JP

このポ リ シーは、 ク ラスタ  ネッ ト ワークに関する警告やエラーを示すログ エン ト リ をすべて HPOM コン

ソールに転送します。

CI-VCSUnixNodeLogMonitor_ja_JP

このポ リシーは、ク ラスタ  ノードに関する警告やエラーを示すログ エン ト リ をすべて HPOM コンソールに

転送します。

CI-VCSUnixResourceLogMonitor_ja_JP
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このポ リシーは、ク ラスタ  リ ソースに関する警告やエラーを示すログ エン ト リ をすべて HPOM コンソール

に転送します。

Windows 向け Veritas Cluster Server ポリシー

CI-VCSWindowsResourceLogMonitor_ja_JP

このポ リシーは、ク ラスタ  リ ソースに関する警告やエラーを示すログ エン ト リ をすべて HPOM コンソール

に転送します。

CI-VCSWindowsNodeLogMonitor_ja_JP

このポ リシーは、ク ラスタ  ノードに関する警告やエラーを示すログ エン ト リ をすべて HPOM コンソールに

転送します。

CI-VCSWindowsNetworkLogMonitor_ja_JP

このポ リ シーは、 ク ラスタ  ネッ ト ワークに関する警告やエラーを示すログ エン ト リ をすべて HPOM コン

ソールに転送します。

HPOM for Windows 管理サーバーからの CI SPI ポリシーの配布

管理サーバーからポ リシーを手動で配布するには、 以下の手順を実行します。

1 配布するポ リシーを右ク リ ッ ク します。

2 メニューから  [すべてのタスク ] を選択します。

3 [配布先ノード ] を選択します。 [ポ リシーの配布先 ] ダイアログ ボッ クスが開きます。

4 [ツリーから ノードを選択する ] オプシ ョ ンを選択します。管理ノードのリ ス トから、ポ リ シーを配布する

ノードを選択します。

5 [OK] をク リ ッ ク します。
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図1　 　 [ポリシーの配布先 ] ダイアログ ボックス

HPOM for UNIX 管理サーバーからの CI SPI ポリシーの配布

ポ リシーを配布する前に、管理サーバーに既にノードが追加された状態であ り、 HP Operations Agent ソフ

ト ウェアがインス トールされているこ とを確認して ください。 管理サーバーにノードを追加する方法の詳細
は、 HP Operations Manager for Unix オンライン ヘルプを参照して ください。

HPOM for UNIX (HP-UX、 Linux、 Solaris) 管理サーバーからポ リシーを配布するには、以下の手順を実行

します。

タスク  1: ポリシーまたはポリシー グループの割り当て

1 管理者と して HPOM にログオンします。 HPOM 管理者用 UI が表示されます。

2 [登録オブジェク ト ] カテゴ リの [登録ポリシー ] をク リ ッ ク します。 [登録ポリ シー ] ウ ィンド ウが開き

ます。

3 [登録ポ リシー ] ウ ィンド ウで、 ノードまたはノード  グループに割り当てるポ リシーまたはポ リシー グ
ループを選択します。

4 [ アクシ ョ ンを選択 ] ド ロ ップダウン ボッ クスから  [ ノード / ノード  グループに割り当て ...] を選択し、

[submit] をク リ ッ ク します。

[セレクタ ] ウ ィンド ウが開きます。

5 ノードまたはノード  グループを選択し、 [OK] をク リ ッ ク します。
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選択したポ リシーがノードに割り当てられます。

タスク  2: ポリシーの配布

1 HPOM 管理者用 UI から、 [登録オブジェク ト ] カテゴ リの [登録ノード ] をク リ ッ ク します。 [登録ノー

ド ] ウ ィンド ウが開きます。

2 [登録ノード ] ウ ィンド ウで、 ポ リシーの配布先となる ノードまたはノード  グループを選択します。

3 [アクシ ョ ンを選択 ] ド ロ ップダウン ボッ クスから  [設定を配布 ...] を選択し、[submit] をク リ ッ ク します。

選択ウ ィンド ウが開きます。

4 [ポリシーの配布 ] チェッ ク  ボッ クスをオンにし、 [OK] をク リ ッ ク します。

このポ リシーは、 選択したノードに配布されます。
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第5章 Cluster Infrastructure SPI のレポート
HP Reporter は、 ノードで収集したデータをキャプチャして書式化し、 Web ベースのレポート を作成しま

す。 このレポートから、 ク ラスタ  リ ソースの全体像を把握できます。 Cluster Infrastructure SPI (CI SPI)
で収集したデータからレポート を作成して表示するには、 HP Reporter を HPOM と連動して使用する必要

があ り ます。

HP Reporter のインス トールが完了したら、HPOM for Windows コンソールから  CI SPI レポートにアクセ

スできます。 レポートは HPOM コンソール ツ リーの [Reports] セクシ ョ ンにあ り ます。 このレポートは、

ク ラスタ  インフラス ト ラ クチャの可用性とパフォーマンスに関する ト レン ド分析に活用できる情報を提供

します。 HP Reporter パッケージをインス トールするには、 『Infrastructure SPIs インス トール ガイ ド』 を

参照して ください。 レポート を表示するには、 コンソール ツ リーで [Reports] → [HA Cluster Infrastructure]

をク リ ッ ク します。

HP Reporter を、 HPOM 管理サーバー (Windows、 UNIX、 Linux、 Solaris オペレーティング システム向

け ) に接続されている別のシステムにインス トールする と、 HP Reporter システムでレポート を表示できま

す。 HP Reporter と  HPOM を統合する方法の詳細は、 『HP Reporter インス トールおよび特別構成ガイ ド』

を参照して ください。

また、 [Reports] フォルダは、 ノードでのデータ収集と  Service Reporter による統合プロセスが完了するま

では作成されません。通常の場合、統合プロセスは、ノードが管理対象になってから  24 時間後に完了します。

Cluster Infrastructure SPI では、 以下のレポートが用意されています。

クラスタ構成レポート

このレポートでは、 ク ラスタのメンバーである全ノードの設定情報が表示されます。 ク ラスタ内にあるアク

ティブなノード と リ ソース  グループに関する情報が表示されます。 このレポートから、個々のク ラスタの詳

細な構成情報を確認できます。 以下に、 ク ラスタ構成レポートの例を示します。
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図1　 　 クラスタ構成レポートのサンプル
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クラスタ  アップタイム レポート

このレポートは、 ク ラスタ、 リ ソース  グループ、 メ ンバー ノードのアップタイムに関する情報を表示しま

す。 また、 リ ソース  グループの実行先と して設定されている各ノード上で、 リ ソース  グループが稼働した

時間を表示します。 このレポートから、 ク ラスタのアップタイムに関する詳細な情報を確認できます。 以下

に、 ク ラスタ  アップタイム レポートの例を示します。

図2　 　 クラスタ  アップタイム レポートのサンプル
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クラスタ  システム可用性レポート

このレポートは、 ク ラスタ  メ ンバー ノードのシステム可用性に関する情報を表示します。 データは、 日付

とシフ ト時間順にソート されます。 シフ トの定義は、 各レポート  セクシ ョ ンの最後に表示されます。

図3　 　 クラスタ  システム可用性レポートのサンプル
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第6章 ト ラブルシューティング
この章では、 CI SPI での基本的な ト ラブルシューティングのシナリオを紹介します。

問題 HPOM for UNIX の管理者用 GUI で変更した高度な監視ポリシーを管理ノードに
配布した後、 実行できない。

原因 HPOM for UNIX ポ リ シー エディ タの GUI モードで高度な監視ポ リ シーを編集

する と、 Perl コード  モジュールで構文エラーが発生します。 これが原因で、 ポ リ
シーを実行できなくな り ます。 以下のよ うなエラーが表示されます。

An error occurred in the processing of the policy 
'SI-LinuxSshdProcessMonitor'. Please check the following errors 
and take corrective actions. (ポリシー 
'SI-LinuxSshdProcessMonitor_ja_JP' の処理中にエラーが発生しました。 以下の

エラーを確認して修正措置をとってください。 ) (OpC30-797)

Error during evaluation of threshold level "Processes - Fill 
Instance list" (しきい値レベル "Processes - Fill Instance list" の評

価中にエラーが発生しました。 ) (OpC30-728)

Execution of instance filter script failed. (インスタンス フィルタ ス
ク リプ トの実行に失敗しました。 ) (OpC30-714)

Perl Script execution failed: syntax error at PerlScript line 11, 
near "1 (Perl スク リプ トの実行に失敗しました。 Perl スク リプ トの 11 行目、 "1 
の近くに構文エラーがあり ます)

#BEGIN_PROCESSES_LIST

#ProcName=/usr/sbin/sshd

#Params=

#Params=

#MonMode=>=

#ProcNum=1

#END_PROCESSES_LIST

@ProcNames"

Missing right curly or square bracket at PerlScript line 17, 
within string (Perl スク リプ トの 17 行目の文字列に右中括弧または右角括弧があ

り ません)

syntax error at PerlScript line 17, at EOF. (Perl スク リプ トの 17 行
目、 EOF に構文エラーがあり ます。 ) (OpC30-750)

未編集の高度な監視ポリシー ([Measurement Threshold] タイプ ) を HPOM for 
UNIX から配布して使用できます。

解決策 Measurement Threshold ポ リシーの設定を編集するため、HPOM for UNIX の管

理者用 GUI の 「編集 (Raw モード )」 機能を使用してポ リ シーの内容を変更しま

す。そのためには、ポリ シー データ  ファイルの構文を理解している必要があり ます。
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問題 検出と  DNS 解決

原因 -

解決策 両方のサーバーおよびエージェン ト上で、 ク ラスタ  リ ソース  グループを明確に定

義されたホス ト名に解決できるよ うにします。

問題 英語以外の名前を使用する と、 検出手順とデータ収集でエラーが発生する。

原因 Cluster Infrastructure SPI では、 英語以外のク ラスタ名やリ ソース  グループ名

を使用する  HA ク ラスタ設定はサポート されていません。

解決策 Cluster Infrastructure SPI は、 英語以外の HPOM で問題なく配布できます。 た

だし、 HP Operations Agent では、 StoreCollection OvPerl API が英語以外の

名前を認識できないため、 このよ うな名前はエラーと して表示されます。

問題 クラスタ検出でノ ード が自動追加されると きに、 アラート  メ ッセージが表示される。

原因 システム検出ポリシーがク ラスタ環境にノードを自動追加する と き、 通常の重要

度でアラート  メ ッセージが生成されます。 システム検出ポリシーの自動追加機能

によってノード  バンクにノードを追加する処理には時間がかかるので、 アラート  
メ ッセージが受諾されるまでに若干の時間がかかり ます。

解決策 次に示す XPL 設定パラ メータのデフォルト値を変更して、 自動追加機能を無効に

します。

設定パラメータ デフォルト値

 自動追加機能を無効

にする値

AutoAdd_ClusterNode true false

AutoAdd_Cluster_RG_IP true false

AutoAdd_HypervisorNode true false

AutoAdd_Guests false true
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問題 1 つのクラスタがダウンする と、 ovclusterinfo ツールがすべてのク ラスタ  タイプ

に関して有効なデータを返さなくなる。

原因 ovclusterinfo ツールが有効なデータを返すのは、 ダウンしたク ラスタが MC/
ServiceGuard ク ラスタである場合のみです。 これ以外のク ラスタ  タイプについ

ては、 ク ラスタ  データ  コレクタは、 ク ラスタ  ステータスがオンラインでないと、

メンバーのデータをログに記録しません。

解決策 クラスタ  サーバーがダウンするか、 HPOM と接続状態にない場合、 ク ラスタ全

体がダウンしている とみなされ、 NUM_ACTIVE_NODES パラ メータはゼロにな

り ます。 有効なク ラスタ  データがない場合に、 この値はゼロにリセッ ト されま

す。 ク ラスタが稼働状態になる と、 ゼロ以外の値になり ます。

問題 HPOM コンソールに以下のメ ッセージが表示されます。

An error occurred in the processing of the policy 
'CI-ClusterNodeMonitor'. ('CI-ClusterNodeMonitor_ja_JP' ポリ

シーの実行中にエラーが発生しました。 ) Please check the following 
errors and take corrective actions. (以下のエラーを確認して適切なア

クシ ョ ンを取ってください。 ) (OpC30-797) Error during evaluation of 
threshold level "Node Offline" (しきい値レベル "Node Offline" の
評価中にエラーが発生しました) (OpC30-728) Execution of threshold 
script failed. (しきい値スク リプトの実行に失敗しました。 ) (OpC30-712)
Perl Script execution failed: (in cleanup) Value: Cannot get 
current instance at PerlScript line 40. (Perl スク リプ トの実行に失

敗しました。 (ク リーンアップ) 値: Perl スク リプ トの 40 行目で現在のインスタ

ンスを取得できません。 ) (OpC30-750)

原因 監視ポリシーは、 CODA から ク ラスタ情報を取得できない場合に警告メ ッセージ

を送信するこ とがあ り ます。 十分な時間がないためにクラスタ  コレクタがク ラス

タ情報の収集と記録を完了できないと、 この問題が発生します。

解決策 このよ うな状況を回避するには、 最初にクラスタ  コレク タをノードに配布しま

す。 ク ラスタ  コレクタは、 デフォルトで 15 分ごとに実行されるよ う スケジュー

ルされています。 収集を 2 回以上実行してから、 ク ラスタ監視ポ リシーをノード

に配布してください。 これによって、 コレクタ  ポ リシーと監視ポ リシーを正常に

実行するこ とができます。
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We appreciate your feedback!

If an email client is configured on this system, by default an email window opens when you 
click on the bookmark “Comments”.

In case you do not have the email client configured, copy the information below to a web mail 
client, and send this email to docfeedback@hp.com

Product name:

Document title:

Version number:

Feedback:
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